
 

「生き方の指導」「在り方生き方に関する指導」などと呼ばれてきた進路

指導とキャリア教育との関係を改めて捉えることで、これまでの学校におけ

る教育活動をより充実したものにすることが可能になります。 

Ⅳ キャリア教育と進路指導 

 キャリア教育と進路指導との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 進路指導の現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 今、学校で行われている進路指導は、「卒業後に必要となる能力を育て

るもの」となっていますか。 

 

就学前 

教育 

初等中等教育 

小学校 中学校
高等

学校

継続教育

高等教育

キャリア教育 

進路指導 

〔現状〕 

・担当の教員と各教科担当の教員との連携が多くの学校で十分でない。 

・一人一人の発達を組織的・体系的に支援する意識や姿勢、指導計画における各活

動の関連性や系統性等が希薄になっている。 

〔課題〕 

・子供たちの意識の変容や能力や態度の育成に十分に結びついていない。 

・試験に合格させるための支援や指導に終始する実践になっている。 

進路指導は、本来、生徒の個人資料、進路情報、啓発的経験及び相談を通じて、生

徒が自ら、将来の進路を選択・計画し、就職又は進学をして、更にその後の生活によ

りよく適応し、能力を伸長するように、教員が組織的・継続的に指導・援助する過程

であり、どのような人間になり、どう生きていくことが望ましいのかといった長期的

展望に立った人間形成を目指す教育活動である。 

（中央教育審議会「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について（答申）」（平成 23 年 1 月））

 キャリア教育は、就学前段階から初等中等教育・高等教育を貫き、若者を支援す

る様々な機関においても実践される一方、進路指導は、理念・概念やねらいにおい

てキャリア教育と同じものですが、中学校・高等学校に限定される教育活動です。

 

キャリア教育は、キャリア発達を促すことを目指す教育活動であるため、

キャリア教育の定義自体が「キャリア教育の目標」となります。 

中学校におけるキャリア教育の目標の考え方について確認してみましょう。 

Ⅲ キャリア教育の目標とは 

（1） 中学校３年間を見通した目標を設定すること 
○ キャリア教育は、全教育活動の中で３年間を通して計画的に推進していくものです。 

○ 社会における自らの役割や将来の生き方・働き方等についてしっかりと考えさせることが大切です。

○ 目標を立てて計画的に取り組む態度の育成等について、体験を通じて理解を深めさせ、進路の

選択・決定へ導くことが重要です。 

（2） キャリア発達課題を踏まえた目標を設定すること 
 ○ キャリア教育の目標を設定する際に、「小学校・中学校・高等学校におけるキャリア発達段階

及びキャリア発達課題（例）」を参考にし、系統性を踏まえることが大切です。 

■小学校・中学校・高等学校におけるキャリア発達段階及びキャリア発達課題（例） 
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進路の探索・選択にかかる 

基盤形成の時期 

現実的探索と 

暫定的選択の時期 

現実的探索・試行と 

社会的移行準備の時期 

・ 自己及び他者への積極的

関心の形成・発展 

・ 身の回りの仕事や環境へ

の関心・意欲の向上 

・ 夢や希望、憧れる自己の

イメージの獲得 

・ 勤労を重んじ目標に向か

って努力する態度の育成 

 

・ 肯定的自己理解と自己

有用感の獲得 

・ 興味・関心等に基づく

勤労感・職業観の形成 

・ 進路計画の立案と暫定

的選択 

・ 生き方や進路に関する

現実的探索 

・ 自己理解の深化と自己

受容 

・ 選択基準としての勤労

感、職業観の確立 

・ 将来設計の立案と社会

的移行の準備 

・ 進路の現実吟味と試行

的参加 

  

 

 

  なお、中学校における学年ごとのキャリア発達課題（例）は、次のとおりです。 

■中学校におけるキャリア発達課題（例） 

   

① 自分の良さや個性が分か

る。 

② 自己と他者の違いに気付

き、尊重しようとする。 

③ 集団の一員としての役割

を理解し、それを果たそうと

する。 

④ 将来に対する漠然とした

夢やあこがれを抱く。 

① 自分の言動が他者に及ぼす

影響について理解する。 

② 社会の一員としての自覚が

芽生えるとともに、社会や大

人を客観的に捉える。 

③ 将来への夢を達成する上で

の現実の問題に直面し、模索

する。 

①  自 己 と 他 者 の 個 性 を 尊 重

し、人間関係を円滑に進める。

② 社会の一員としての参加に

は義務と責任が伴うことを理

解する。 

③ 将来設計を達成するための

困難を理解し、それを克服す

るための努力に向かう。 

第１学年 第２学年 第３学年 

    中学校におけるキャリア発達段階は「現実的探索と暫定的選択の時期」であり、４つのキャリ

ア発達課題が示されています。この例示を参考に、各学校の生徒や地域の実態に応じて目標を設

定することが大切です。 
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